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う
さ
ぎ
の
よ
う
に

　
　
　
跳
ね
る
活
動

会
長

能  

村  

研  

三

今
年
は
卯
年
。
十
干
十
二
支
で
は
「
癸
卯
（
み
ず
の
と
・

う
）」
で
す
。「
癸
（
み
ず
の
と
）」
は
雨
や
露
、
霜
な
ど
静

か
で
温
か
い
大
地
を
潤
す
恵
み
の
水
を
表
わ
し
、
ま
た
、

十
干
の
最
後
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
次
の
新
た
な
生
命
が

成
長
し
始
め
て
い
る
状
態
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
卯
」
は
穏
や
か
な
う
さ
ぎ
の
様
子
か
ら
、
安
全
・
温

和
の
意
味
が
あ
り
、
さ
ら
に
う
さ
ぎ
の
よ
う
に
跳
ね
あ
が

る
と
言
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。「
癸
卯
」
の
今
年
は
停
滞
し

た
世
の
中
に
希
望
が
芽
吹
き
、
花
開
く
助
走
の
年
と
な
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
感
に
包
ま
れ

た
過
去
三
年
か
ら
脱
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

昨
年
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
国
際

情
勢
に
も
不
安
な
影
が
し
の
び
寄
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
た
ち
の
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
も
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
な
が
ら
粛
々
と
し
た
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
昨
年
二
月
に
は
、
千
葉
青
葉
の
森
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
「
青
葉
の
森
能
」
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
、
短
冊
展
が
開
催
さ
れ
、
九
月
に
は
千
葉
県
民
芸
術
祭

の
一
環
と
し
て
そ
ご
う
千
葉
店
地
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い

て
、
色
紙
短
冊
展
が
開
催
さ
れ
、
句
に
合
わ
せ
た
写
真
も

展
示
さ
れ
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。ま

た
、
五
月
十
五
日
に
は
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
同
時
に
「
千
葉
県
俳
句
大
賞
」
並

び
に
「
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
賞
」
の
贈
賞
式
、
新
緑
交

流
俳
句
会
も
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

九
月
に
は
こ
れ
も
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
、
吟
行

会
が
小
江
戸
の
一
つ
佐
原
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
十
月
に
は
、
実
に
台
風
や
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
四

年
間
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
第
64
回
千
葉
県
俳
句
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
秋
尾
敏
副
会
長
に
よ
る
講
演
も

行
わ
れ
、
伝
統
あ
る
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
歴
史
を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
昨
年
一
年
の
協
会
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
活
発
に
活
動
し
て
い
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
ご

尽
力
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
千
葉
県
俳
句
大
会
も
65
回
目
と
な
る
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら

も
充
実
し
た
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

巻
頭
言
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第８回千葉県俳句大賞決まる

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
で
は
千
葉
県
内
に
居
住
す
る
作
家
が
、
毎
年
十
二
月
一
日
よ

り
翌
年
の
十
一
月
末
日
ま
で
に
刊
行
し
た
句
集
を
対
象
に
「
千
葉
県
俳
句
大
賞
」
を
設

定
し
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
作
品
は
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、
ま
た
当
協
会
に
加
盟
の

有
無
も
問
わ
ず
、
選
考
事
務
局
に
送
付
さ
れ
た
全
句
集
が
対
象
で
あ
る
。

本
年
は
十
一
句
集
の
応
募
が
あ
っ
た
。
各
作
家
に
よ
る
各
自
の
句
集
よ
り
、
自
選

二
十
句
を
選
者
六
人
に
前
も
っ
て
配
付
、
検
討
を
依
頼
し
た
。

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
心
配
さ
れ
る
な
か
感
染
予
防
策
を

取
り
な
が
ら
ホ
テ
ル
「
プ
ラ
ザ
菜
の
花
」
に
於
い
て
選
考
会
を
開
催
し
た
。
選
考
委
員

は
本
年
度
数
名
の
交
代
が
あ
り
、
能
村
研
三
、
増
成
栗
人
、
秋
尾
敏
、
北
川
昭
久
、
石

井
紀
美
子
、
村
上
喜
代
子
の
六
人
で
あ
る
。

選
考
委
員
は
各
句
集
の
自
選
二
十
句
を
も
と
に
ま
え
も
っ
て
検
討
、
当
日
六
人
（
一

人
書
面
参
加
）
が
真
剣
な
討
議
を
交
わ
し
、
左
記
の
と
お
り
本
年
度
の
受
賞
句
集
が
決

定
し
た
。
な
お
奨
励
賞
は
該
当
無
し
と
な
っ
た
。

大
賞
の
三
枝
か
ず
を
氏
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」「
玉
藻
」
同
人
。
準
賞
の
藤
岡
貞
夫
氏
は

「
か
ま
つ
か
」
同
人
。
選
考
会
に
お
い
て
は
一
冊
一
冊
の
句
集
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
討
、
熱
の
籠
っ
た
討
議
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

◎
第
八
回
　
　
千
葉
県
俳
句
大
賞

　
　
　
　
　
　
　
句
集
『
梅
が
香
』

三
枝
か
ず
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
肆
ア
ル
ス

（
二
〇
二
二
年

刊
行
）

　
　
　
　
　
　
同
、
準
賞

　
　
　
　
　
　
　
句
集
『
宇
宙
』　
　
藤
岡

貞
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
怒
哀
楽
書
房
（
二
〇
二
二
年

刊
行
）

選
考
委
員
は
俳
人
協
会
・
現
代
俳
句
協
会
・
伝
統
俳
句
協
会
の
三
団
体
で
当
協
会
所

属
の
作
家
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
の
協
会
の
枠
を
超
え
た
真
剣
な
討
議
の
場
で
あ
る
。
さ
ら

に
広
く
県
内
の
俳
人
の
功
績
を
顕
彰
し
て
ゆ
き
た
く
、
来
期
も
奮
っ
て
の
皆
様
の
応
募

を
期
待
し
て
い
る
。(

村
上
喜
代
子)

◇

俳 句 大 賞 選 考 会

選
考
委
員

能

村

研

三

増

成

栗

人

秋

尾
　
　
　
敏

北

川

昭

久

石

井

紀
美
子

村

上

喜
代
子
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大　賞

も
う
春
を
待
つ
て
ゐ
ら
れ
ぬ
野
の
光

立
春
の
大
空
に
し
て
瑕
瑾
な
し

初
音
し
て
し
ば
ら
く
風
の
音
ば
か
り

踏
青
や
久
し
く
逢
は
ぬ
人
集
ひ

春
愁
を
ま
と
ひ
し
影
を
草
に
置
く

残
桜
や
す
こ
し
会
は
ね
ば
な
つ
か
し
く

飛
ぶ
虫
も
這
ふ
虫
も
出
よ
梅
雨
晴
間

ま
だ
着
ら
れ
さ
う
に
脱
が
れ
し
蛇
の
衣

く
つ
が
へ
り
つ
つ
波
に
乗
る
海
月
か
な

天

地

の

絆

を

む

す

ぶ

落

し

文

ひ
ぐ
ら
し
に
囲
ま
れ
て
水
暮
れ
に
け
り

耳
疎
く
な
れ
ば
耳
寄
せ
人
の
秋

知
ら
ぬ
間
に
過
ぎ
し
一
雨
や
窓
の
秋

鵙
ら
し
く
鳴
き
ら
し
か
ら
ぬ
や
う
に
鳴
き

秋

風

や

水

に

栄

え

し

町

亡

ぶ

小
鳥
来
る
風
禍
の
跡
の
梢
に
も

口
裂
け
し
土
嚢
の
砂
の
草
の
花

冬

の

鳥

梢

の

光

奪

ひ

あ

ふ

落
葉
し
て
遠
く
の
海
が
見
え
る
丘

旅
人
の
や
う
に
北
風
ま
と
ひ
来
し

句
集
『
梅
が
香
』

三

枝

か
ず
を
　
　
自
選
二
十
句

富
津
市
在
住
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人
、「
玉
藻
」
同
人
、
日
本
伝
統
俳
句
協
会
会
員
、

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
顧
問
、
か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
・
松
風
代
表
、
医
師
、
医
療

法
人
社
団
三
友
会
理
事
長
。
昭
和
七
年
富
津
市
生
ま
れ
。



令和５年２月25日 （4）千葉県俳句作家協会会報第204号

準　賞

千

万

の

蕾

し

た

が

へ

梅

一

輪

少

年

の

槍

陽

炎

に

突

き

刺

さ

る

フ

ラ

ン

ス

を

仏

と

書

い

て

万

愚

節

水

馬

水

に

濡

れ

ず

に

水

に

棲

む

夜
の
新
樹
づ
き
ん
づ
き
ん
と
血
の
流
れ

軽

鳧

の

子

の

一

列

と

い

ふ

絆

か

な

片

陰

を

出

て

新

し

き

影

生

ま

る

夕

闇

を

沼

に

引

き

込

む

牛

蛙

て
に
を
は
を
省
略
し
た
き
酷
暑
か
な

峰
雲
よ
り
子
ら
降
り
て
来
る
滑
り
台

風

呂

敷

は

一

枚

の

布

文

化

の

日

秋

刀

魚

焼

く

煙

に

ひ

そ

む

波

の

音

引
力
は
見
ゆ
る
も
の
な
り
木
の
実
落
つ

落

葉

し

て

風

に

素

直

に

な

る

大

樹

着

ぶ

く

れ

て

空

席

の

幅

目

で

測

る

着

ぶ

く

れ

て

影

に

齢

の

加

は

り

ぬ

初

雪

を

の

せ

考

へ

る

木

と

な

り

ぬ

餅
焼
く
や
母
郷
の
空
気
ふ
く
ら
ま
せ

万

象

を

ま

あ

る

く

鎮

め

雪

積

る

枯

蓮

の

骨

の

一

徹

水

を

刺

す

句
集
『
宇
宙
』

　
　
藤

岡

貞

夫

自
選
二
十
句

柏
市
在
住
。
第
十
九
回
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
賞
受
賞
、

か
ま
つ
か
真
炎
賞
受
賞
、
か
ま
つ
か
賞
受
賞
。「
か
ま
つ

か
」
同
人
会
長
、「
柏
葉
句
会
」
代
表
、
俳
人
協
会
会
員
、

柏
市
俳
句
連
盟
顧
問
、
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
参
与
。

昭
和
十
一
年
滋
賀
県
生
ま
れ
。

番号 賞 句集名 著者 刊行年月日 刊行出版社 現住所 所属結社

1 空白の時 西嶋 久美子 22・8・26 ふらんす堂 柏市 鴫

2 ローカル線 白鳥 　秀幸 22・8・20 （株）ハシダテ 市原市 イオンカルチャーセンター

3 横　顔 須田 眞里子 22・9・18 文學の森 木更津市 好日

4 準　賞 宇　宙 藤岡 　貞夫 22・10・10 喜怒哀楽書房 柏市 かまつか

5 蟬しぐれ 大見　 充子 22・1・28 紅書房 佐倉市 響焰

6 四時逍遙 木村 　傘休 22・4・10 千代田印刷 市原市 春燈・げんげ

7 山薬粥 木村 みどり 22・4・10 千代田印刷 市原市 春燈・げんげ・音信

8 母あかり 上田 　玲子 22・2・5 （株）コールサック社 船橋市 沖

9 家系図 塙　 誠一郎 22・10・22 東京四季出版 市川市 沖

10 四季逍遥 加藤 　酔歩 22・10 東京四季出版 流山市 悠

11 大　賞 梅が香 三枝 かずを 22・6・30 （株）書肆アルス 富津市 ホトトギス・玉藻

第 8 回 千葉県俳句大賞選考対象句集
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汀
子
選
）
の
入
選
句
の
中
か
ら
選
ん
だ
作
品
を
収
め
た
も

の
で
す
。
周
囲
を
見
渡
す
と
俳
句
に
才
能
が
あ
る
人
々
が

多
い
中
で
、
ひ
た
す
ら
愚
直
に
師
の
教
え
に
従
っ
て
七
十

年
間
俳
句
を
続
け
て
来
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
長
年
私

を
育
て
て
下
さ
っ
た
伝
統
俳
句
の
諸
先
生
方
と
、
今
ま
で

広
い
視
野
に
立
っ
て
多
く
の
俳
句
を
学
ば
せ
て
く
れ
た
当

協
会
の
皆
さ
ん
の
お
陰
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
句
集
を
編
ん
で
い
る
最
中
に
他
界
さ
れ
た

稲
畑
汀
子
先
生
に
泉
下
で
喜
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

以
上
、整
い
ま
せ
ん
が
、受
賞
御
礼
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

準
　
　
賞

藤

岡

貞

夫

こ
の
度
、
第
八
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
・
准
賞
を
賜
り
ま

し
て
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
ご
推
薦
く
だ
さ
い
ま

し
た
選
考
委
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
平
成
八
年
柏
市
俳
句
カ
ル
チ
ャ
ー
（
講
師

高
橋
秋
月
・
元
俳
句
作
家
協
会
副
会
長
）
を
受
講
し
て

俳
句
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
が
俳
句
の
道
の
第
一
歩
で

あ
っ
た
。
翌
年
、柏
市
で
最
も
歴
史
あ
る
「
柏
葉
句
会
」（
昭

和
四
年
発
足
・
戦
中
休
会
・
昭
和
二
十
四
年
、
佐
々
倉
水

仙
人
が
再
興
）
に
入
会
し
、
更
に

高
橋
秋
月
師
の
お
勧

め
で
結
社
「
か
ま
つ
か
」
へ
も
入
会
し
、
倦
ま
ず
た
ゆ
ま

ず
俳
句
を
作
り
続
け
て
二
十
七
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
間

平
成
二
十
三
年
に
第
一
句
集
「
大
地
」
を
上
梓
し
、
令
和

四
年
そ
の
後
十
年
間
の
俳
句
か
ら
三
二
〇
句
を
自
選
し
て

第
二
句
集
「
宇
宙
」
を
上
梓
し
ま
し
た
と
こ
ろ
栄
え
あ
る

准
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
だ
「
俳
句
と
は
何
か
」
そ
の
奥
深
さ
を
真
に
理
解

す
る
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
果
て
し
な
く
広
大
無

辺
な
俳
句
の
道
を
一
歩
一
歩
終
生
歩
み
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
　
　
賞

三

枝

か
ず
を

こ
の
度
は
思
い
も
掛
け
ず
俳
句
大
賞
受
賞
の
お
知
ら
せ

を
頂
き
、
正
直
驚
い
て
お
り
ま
す
。
老
生
、
永
ら
く
県
協

会
役
員
の
末
席
を
汚
し
、
審
査
員
の
諸
先
生
方
の
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
隠
居
し
て
は
じ
め
て
友
人

の
お
薦
め
で
応
募
し
た
と
こ
ろ
嬉
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
審
査
の
労
を
執
ら
れ
た
諸
先
生
方
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
私
は
学
生
時
代
、
加
賀
谷
凡
秋
先
生
（
ホ

ト
ト
ギ
ス
同
人
・
千
葉
医
大
教
授
）
に
俳
句
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
、
萩
原
季
葉
・
村
山
さ
と
し
先
輩
の
紹
介
で
本
会

に
入
会
し
ま
し
た
。受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
句
集『
梅
が
香
』

は
私
共
の
結
婚
六
十
年
を
記
念
し
て
、
こ
こ
十
年
間
、「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」「
玉
藻
」「
松
の
花
」
及
び
朝
日
俳
壇
（
稲
畑

第
八
回

千
葉
県
俳
句
大
賞

受
賞
者
の
こ
と
ば

第
八
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
選
評

大
賞
句
集
『
梅
が
香
』
選
評
　
　
　
　
能

村

研

三

当
協
会
の
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
顧
問
と
し
て
ご

指
導
い
た
だ
い
て
い
る
三
枝
か
ず
を
先
生
が
、
句
集
『
梅

が
香
』
を
上
梓
さ
れ
た
。
先
生
は
、先
に
銀
婚
の
年
に
『
周

恵
の
里
』、金
婚
の
記
念
に『
泉
汲
む
』を
上
梓
さ
れ
て
お
り
、

今
回
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
結
婚
六
十
年
（
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
）
を
記
念
し
て
ふ
み
代
様
と
共
に
夫
婦
句
集

を
出
さ
れ
た
こ
と
は
同
慶
の
極
み
で
あ
る
。
加
賀
谷
凡
秋

に
俳
句
を
学
び
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
、「
晴
居
」「
玉
藻
」
同

人
と
し
て
医
師
と
俳
句
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
も
、
齢
を
深

め
る
ご
と
に
自
在
な
句
境
を
も
っ
て
日
常
生
活
の
情
景
を

詠
ま
れ
て
お
ら
れ
る
。

い
つ
も
お
会
い
す
る
と
、
柔
和
で
優
し
い
口
調
で
お
話

を
さ
れ
る
が
、
先
人
の
句
の
多
く
も
し
っ
か
り
と
記
憶
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
博
識
に
敬
服
し
て
い
る
。

　
　
青
年
は
野
を
ひ
た
走
り
鳥
雲
に

　
　
庭
に
咲
く
も
の
の
小
さ
な
暮
春
か
な

　
　
一
病
に
一
誉
賜
り
年
迎
ふ

　
　
雨
と
聞
き
心
お
き
な
く
春
眠
に

準
賞
句
集
『
宇
宙
』
選
評
　
　
　
　
　
北

川

昭

久

句
集
「
宇
宙
」
は
、
第
一
句
集
「
大
地
」
上
梓
（
平
成

二
十
三
年
）
か
ら
十
年
目
の
第
二
句
集
で
す
。
氏
は
結
社

誌
「
か
ま
つ
か
」
所
属
、
千
葉
県
・
柏
市
に
拠
点
を
置
き
、

本
書
に
は
平
成
二
十
三
年
以
降
の
作
品
三
二
〇
句
を
、
編

年
方
式
で
、
入
輯
し
て
い
る
。

句
集
名
「
宇
宙
」
は
、
広
大
無
辺
な
俳
句
の
道
を
今
後

と
も
歩
み
続
け
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。
句
は
社
会

の
摂
理
と
感
性
で
、
格
調
高
く
詠
っ
た
作
品
が
多
い
。

　
　
千
万
の
蕾
し
た
が
へ
梅
一
輪

　
　
軽
鳧
の
子
の
一
列
と
い
ふ
絆
か
な

　
　
少
年
の
槍
陽
炎
に
突
き
刺
さ
る

　
　
枯
蓮
の
骨
の
一
徹
水
を
刺
す

　
　
蟷
螂
の
死
し
て
も
斧
を
地
に
置
か
ず

　
　
着
ぶ
く
れ
て
空
席
の
幅
目
で
測
る

作
者
の
句
は
、
句
材
の
前
で
五
分
は
見
据
え
て
の
句
作

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
句
が
多
く
、
句
材
を
前
に
、
じ
っ

と
待
つ
こ
こ
ろ
で
、
対
象
に
深
く
入
り
、
心
の
交
流
が
あ
っ

て
季
語
を
突
き
動
か
し
て
、
一
つ
の
世
界
観
を
表
出
す
る

と
い
う
句
が
多
い
。

衒
い
の
な
い
句
の
連
続
は
、
句
集
「
宇
宙
」
の
奥
深
さ

で
も
あ
る
。

今
後
の
豊
か
な
俳
句
人
生
の
展
開
と
更
な
る
活
躍
を
期

待
し
た
い
。
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千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス

第
七
十
五
回
館
山
市
俳
句
連
盟
俳
句
大
会

令
和
四
年
十
一
月
一
日
。
事
前
投
句
の
応
募
者
は

一
〇
八
名
、
一
人
三
句
の
三
一
二
句
を
九
人
の
選
者
（
川

名
大
、
金
丸
謙
一
、
伊
丹
さ
ち
子
、
庄
司
風
樹
、
東
國
人
、

石
﨑
和
夫
、
滝
口
照
影
、
川
上
惇
、
粕
谷
艪
水
）
が
選
を

行
い
、
上
位
者
が
表
彰
さ
れ
た
。
地
元
安
房
高
校
卒
業
で
、

今
年
度
現
代
俳
句
大
賞
受
賞
者
・
川
名
大
氏
が
講
演
し
た
。

演
題
は
「
那
古
病
院
時
代
の
三
橋
鷹
女
」。
鷹
女
は
、
明
治

期
、県
下
有
数
の
近
代
病
院
・
那
古
病
院
（
館
山
市
那
古
在
）

の
歯
科
医
師
・
東
謙
三
と
結
婚
し
、
夫
と
と
も
に
俳
句
を

始
め
た
。
そ
の
経
緯
や
鷹
女
の
句
の
変
遷
を
、
彼
女
の
生

涯
と
重
ね
て
話
し
た
。

俳
句
大
会
上
位
入
賞
者

爽
籟
を
呼
び
寄
せ
庭
師
帰
り
け
り　
　
　
　

伊
藤
よ
し
江

矢
を
放
つ
残
心
の
背
に
涼
の
あ
り　
　
　
　

笹
生

君
雄

先
づ
胸
を
潮
に
濡
ら
し
て
稽
古
海
女　
　
　

粕
谷

艪
水

吾
が
影
に
妻
の
影
添
ふ
良
夜
か
な　
　
　
　

櫻
井　
　

泰

も
て
な
し
の
夏
炉
に
海
人
の
安
房
訛　
　
　

大
沢
美
智
子

村
人
に
な
り
き
つ
て
ゐ
る
案
山
子
か
な　
　

川
崎

一
美

睡
蓮
花
寄
せ
て
野
良
着
の
手
を
洗
ふ　
　
　

篠
田
よ
も
ぎ

浜
に
嫁
し
素
顔
の
一
世
鰯
干
す　
　
　
　

小
形

博
子

麒
麟
の
舌
帰
燕
の
空
を
舐
め
て
を
り　
　
　

関
本
か
を
る

風
鈴
を
振
つ
て
南
部
の
音
を
買
ふ　
　
　
　

川
上　
　

惇

大
島
を
沈
め
て
高
し
土
用
波　
　
　
　
　

滝
沢　
　

浩

崖
観
音
百
余
の
段
に
蟹
の
這
ふ　
　
　
　
　

久
礼

隆
志

（
会
長

庄
司
風
樹
報
）

第
六
十
九
回

柏
市
文
化
祭
俳
句
大
会

柏
市
俳
句
連
盟
・
柏
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
主
催
の
文

化
祭
俳
句
大
会
が
十
一
月
五
日
、
三
年
振
り
に
一
堂
に
会

し
て
柏
市
中
央
公
民
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

は
一
〇
八
名
で
あ
っ
た
。

天
賞
作
品
と
上
位
入
賞
者
（
三
十
位
ま
で
の
う
ち
十
位

ま
で
）
の
代
表
句
は
、
次
の
通
り
。

◆
招
待
選
者
・
会
長
・
顧
問
選
（
敬
称
略
）
天
賞
作
品

秋
尾

敏
選

惜
別
の
糸
白
々
と
冬
の
滝　
　
　
　
　
　
　

山
口
ひ
ろ
よ

北
川

昭
久
選

菊
日
和
十
三
歳
に
贈
る
文　
　
　
　
　
　
　

道
関
三
恵
子

石
田
き
よ
し
選

見
た
こ
と
を
話
し
た
そ
う
に
捨
て
案
山
子

岡
田

春
人

松
田

雄
姿
選

鳥
の
声
透
き
と
ほ
り
た
る
水
の
秋　
　
　
　

徳
永

政
代

藤
岡

貞
夫
選

握
る
手
に
な
ほ
力
あ
り
花
八
手　
　
　
　
　

北
川

昭
久

◆
入
賞
者
（
互
選
二
句
合
点
）
代
表
句

（
一
位
～
三
位
は
連
盟
会
長
賞
）

①
手
に
掬
ふ
水
に
月
差
す
重
さ
か
な
　
　

山
村

自
游

②
席
を
詰
め
小
春
の
椅
子
を
分
か
ち
合
ふ

大
政

建
夫

③
ベ
ラ
ン
ダ
に
夕
日
放
さ
ぬ
吊
し
柿　
　

小
泉

欣
也

④
見
た
こ
と
を
話
し
た
そ
う
に
捨
て
案
山
子

岡
田

春
人

⑤
古
書
店
の
奥
の
一
冊
冬
隣　
　
　
　
　
　

松
尾　
　

涼

⑥
新
刊
は
書
架
の
真
ん
中
室
の
花　
　
　
　

立
花

光
夫

⑦
秋
思
ふ
と
敢
え
て
そ
の
先
考
え
ず　
　
　

金
田
め
ぐ
み

⑧
哀
し
み
の
形
に
落
ち
し
熟
柿
か
な　
　

石
田
き
よ
し

⑨
山
の
日
を
隈
無
く
あ
つ
め
吊
柿　
　
　
　

箕
輪
カ
オ
ル

⑩
声
太
き
海
の
男
や
豊
の
秋　
　
　
　
　
　

吉
田

叔
子

（
柏
俳
句
連
盟

茶
谷
静
子
報
）

令
和
四
年
度
市
川
市
芸
術
祭

　
　
　
第
七
十
四
回

市
川
市
市
民
俳
句
大
会

日
程

令
和
四
年
十
一
月
二
十
三
日

場
所

全
日
警
ホ
ー
ル
・
市
川
市
八
幡
市
民
会
館

共
催

市
川
市
・
市
川
市
俳
句
協
会

四
季
雑
詠

一
組
二
句

出
句

四
八
八
句

上
位
入
賞
作
品

市
長
賞

①
連
山
の
骨
格
し
か
と
冬
に
入
る

伊
藤　
　

文

市
議
会
議
長
賞

②
半
分
こ
出
来
る
相
手
の
ゐ
る
良
夜

木
村

美
翆

教
育
長
賞

③
取
り
消
し

④
落
蝉
の
眼
に
青
空
の
あ
ふ
れ
を
り

菊
池

光
子

⑤
年
取
る
に
上
手
下
手
あ
り
蕎
麦
の
花

古
澤

春
美

⑥
道
の
べ
の
穂
芒
手
折
る
蛇
笏
の
忌

塩
野
谷
慎
吾

⑦
マ
フ
ラ
ー
が
み
ん
な
知
っ
て
る
独
言

本
田

安
仁

⑧
影
の
や
う
風
の
や
う
に
も
揚
羽
蝶

原　
　

瞳
子

⑨
万
葉
の
風
匂
ひ
立
つ
実
む
ら
さ
き

板
橋

昭
子

⑩
列
島
は
水
の
ま
ほ
ろ
ば
秋
澄
め
り

本
池
美
佐
子

（
町
山
公
孝
報
）
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県
内
吟
行
地
案
内

佐
倉
の「
く
ら
し
の
植
物
苑
」

ひろば
令
和
四
年
度

「
好
日
」
創
刊
七
十
周
年
記
念
全
国
大
会

好
日
俳
句
会
は
、
十
一
月
二
十
三
日
、
東
京
・
上
野
精

養
軒
に
お
い
て
、
創
刊
七
十
周
年
記
念
全
国
大
会
・
句
集

出
版
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
席
上
、
七
冊
の
句
集
の
出
版

祝
賀
と
合
わ
せ
て
、
令
和
四
年
度
の
「
好
日
」
三
賞
と
年

度
賞
の
顕
彰
も
行
な
わ
れ
た
。

好
日
賞　
　

中
村

瞳

あ
ら
か
た
の
く
ら
し
の
軽
さ
種
袋　
　
　
　
　
　

瞳

青
雲
賞　
　

鶴
岡
久
美
子

干
布
団
今
日
の
日
差
し
を
使
ひ
き
る　
　
　
　

久
美
子

青
雲
賞　
　

重
城
弥
生

ウ
イ
ル
ス
の
変
異
葛
の
葉
総
な
だ
れ　
　
　
　

弥

生

白
雲
賞　
　

山
岸
修
児

方
舟
に
優
先
順
位
星
朧　
　
　
　
　
　
　
　
　

修

児

年
度
賞　
　

須
田
眞
里
子

を
ん
な
に
も
小
さ
き
縄
張
四
十
雀　
　
　
　
　

眞
里
子

（
髙
橋
健
文
報
）

俳
人
協
会
千
葉
県
支
部

　
　
　
　
　
第
二
十
五
回

秋
季
吟
行
会

十
一
月
二
十
九
日
、
俳
人
協
会
千
葉
県
支
部
の
秋
季
吟

行
会
が
行
な
わ
れ
た
。
千
葉
公
園
を
吟
行
地
と
し
、
午
後

の
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
俳
句
大
会
に
は
七
十

八
名
が
参
加
し
た
。

入
賞
者
及
び
特
選
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

入
賞
者
（
十
位
ま
で
掲
載
）

①
水
鳥
の
水
に
躓
く
こ
と
あ
ら
む　
　
　
　

原　
　

瞳
子

②
千
年
を
枯
れ
尽
く
さ
ん
と
古
代
蓮　
　
　

飯
田　
　

晴

③
動
か
ね
ば
埋
れ
さ
う
な
る
木
の
葉
雨　
　

岡
井
マ
ス
ミ

④
寒
禽
の
呼
び
合
う
て
ゐ
て
睦
ま
ざ
る　
　

松
澤

美
鈴

⑤
う
す
ず
み
を
も
て
水
鳥
の
こ
ゑ
を
描
く

伊
藤

素
広

⑥
散
る
た
め
の
力
溜
め
た
る
銀
杏
か
な　
　

祐　
　

森
司

⑦
踏
み
加
減
変
へ
て
落
葉
の
音
愉
し　
　
　

平
野
き
ら
ら

⑧
杭
一
本
定
員
一
羽
ゆ
り
か
も
め　
　
　
　

中
山

和
子

⑨
枯
れ
切
つ
て
よ
り
晴
れ
晴
れ
と
蓮
の
骨

石
橋
み
ち
子

⑩
咲
き
た
く
て
散
り
た
く
て
ひ
め
椿
か
な

村
上
喜
代
子

特
選
賞

能
村
研
三
顧
問
特
選

寒
禽
の
呼
び
合
う
て
ゐ
て
睦
ま
ざ
る　
　
　

松
澤

美
鈴

増
成
栗
人
顧
問
特
選

寒
禽
の
呼
び
合
う
て
ゐ
て
睦
ま
ざ
る　
　
　

松
澤

美
鈴

村
上
喜
代
子
支
部
長
特
選

散
る
た
め
の
力
溜
め
た
る
銀
杏
か
な　
　
　

祐　
　

森
司

大
野
崇
文
副
支
部
長
特
選

練
兵
場
跡
を
ふ
は
り
と
雪
螢　
　
　
　
　
　

増
成

栗
人

伊
藤
素
広
副
支
部
長
特
選

ブ
ー
メ
ラ
ン
冬
青
空
を
輪
切
り
に
す　
　
　

村
田
美
穂
子

飯
田

晴
幹
事
長
特
選

い
つ
の
間
に
舟
よ
り
多
き
鴨
の
数　
　
　
　

梅
田

実
代

（
髙
橋
健
文
報
）

「
好
日
」
創
刊
七
十
周
年
記
念
特
別
号

髙
橋
健
文
主
宰
の
「
好
日
」
が
創
刊
七
十
周
年
を
迎
え
、

十
一
月
号
が
特
別
号
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
慶
祝
。
主
宰

に
よ
る
「
創
刊
七
十
周
年
を
迎
え
て
」
の
ほ
か
、「
歴
代

主
宰
の
十
句
」
石
井
稔
、「『
好
日
』
創
刊
七
十
周
年
ま

で
の
歩
み
」「『
好
日
』
創
刊
七
十
周
年
記
念
作
品
集
」
等

を
収
録
。
な
お
、
発
表
さ
れ
た
「
好
日
三
賞
」「
年
度
賞
」

に
つ
い
て
は
、
別
掲
す
る
。

人
に
は
教
え
た
く
な
い
場
所
。
誰
し
も
ひ
と
つ
く

ら
い
、
自
分
だ
け
の
と
っ
て
お
き
の
場
所
が
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
佐
倉
市
在
住
の
私
に
は
、「
く
ら
し

の
植
物
苑
」
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
ま
た
は
京
成
佐
倉
駅
か
ら
バ
ス
ま
た

は
徒
歩
で
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
広
大
な
佐
倉
城
址
公
園
の
一
角
に
「
く
ら
し
の

植
物
苑
」
は
あ
り
ま
す
。「
食
べ
る
」「
治
す
」「
織

る
・
漉
く
」「
染
め
る
」「
道
具
を
つ
く
る
」「
塗
る
・

燃
や
す
」
と
い
う
生
活
に
直
結
し
た
六
つ
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、
苑
内
は
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
縷
梅
・

朴
の
花
・
芙
蓉
・
茶
の
花
な
ど
の
開
花
を
通
じ
て
四

季
の
変
わ
り
目
を
実
感
で
き
る
こ
と
は
、
私
の
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
桜
草
・
朝
顔
・
古
典
菊
・
山
茶

花
の
季
節
の
伝
統
植
物
の
特
別
展
示
で
す
。
配
布
さ

れ
る
冊
子
が
詳
細
な
内
容
で
あ
り
、
鉢
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
品
種
や
名
称
を
記
し
た
名
札
が
あ
る
の
で
、

お
気
に
入
り
の
花
が
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
、「
段
飾
り
」
と
い
う
江
戸
時
代
に
流
行

し
た
鑑
賞
法
で
桜
草
が
展
示
さ
れ
る
な
ど
、「
見
せ

方
」
に
も
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
倉
の
「
く
ら
し
の
植
物
苑
」
は
、
季
語
の
宝
庫

で
す
。
人
に
は
教
え
た
く
な
い
の
に
、こ
ん
な
に
語
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）

（
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
理
事

稗
田
寿
明
）
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「
軸
」
創
刊
五
十
五
周
年

秋
尾
敏
主
宰
の
「
軸
」
が
創
刊
五
十
五
周
年
を
迎
え
、

十
月
二
十
二
日
、野
田
市
興
風
会
館
に
て
記
念
俳
句
大
会
、

記
念
式
典
が
催
さ
れ
た
。
慶
祝
。
席
上
、
結
社
賞
の
顕
彰

も
行
わ
れ
た
。

軸
作
家
賞
「traveling
」
赤
羽
根
め
ぐ
み

正
五
角
形
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
金
木
犀　
　
　
　
　

め
ぐ
み

軸
作
家
賞
「
月
の
舟
」
市
川
唯
子

臨
死
と
は
ど
ん
な
川
べ
り
月
の
舟　
　
　
　
　

唯

子

⚫

｜
｜

結
社
賞

｜
｜
｜
｜⚫

令
和
四
年
度
沖
・
結
社
賞

第
五
十
一
回
沖
賞

藤
森
す
み
れ

直
立
の
御
柱
立
夏
か
が
や
け
り　
　
　
　
　
　

す
み
れ

第
五
十
一
回
沖
賞

小
山
田
子
鬼

茂
吉
忌
の
二
合
の
酒
を
飲
み
余
す　
　
　
　
　

子

鬼

第
四
十
五
回
珊
瑚
賞

平
松
う
さ
ぎ

永
遠
に
羽
化
し
て
涼
し
ガ
レ
の
玻
璃　
　
　
　

う
さ
ぎ

第
四
十
五
回
珊
瑚
賞

鈴
木
光
影

夜
桜
に
呼
ば
れ
て
ゆ
け
ば
白
く
燃
ゆ　
　
　
　

光

影

第
五
十
一
回
新
人
奨
励
賞

浜
田
は
る
み

秋
の
空
す
ぽ
と
き
り
ん
の
首
嵌
ま
る　
　
　
　

は
る
み

第
五
十
一
回
新
人
奨
励
賞

枇
杷
木
愛

犬
ふ
ぐ
り
翳
り
て
千
の
瑠
璃
瞑
る　
　
　
　
　
　

愛

（「
沖
」
一
月
号
よ
り
）

令
和
四
年
度
野
火
三
賞

野
火
賞

和
田
秀
巳

鵜
が
飛
ん
で
雲
一
つ
無
き
初
山
河　
　
　
　
　

秀

巳

新
人
賞

森
澤
幸

ま
つ
さ
ら
な
産
着
の
揺
れ
て
秋
う
ら
ら　
　
　
　

幸

青
霧
賞
「
秋
の
目
高
」
森
村
和
弘

分
家
し
て
秋
の
目
高
と
な
り
に
け
り　
　
　
　

和

弘

（「
野
火
」
一
月
号
よ
り
）

第
二
回
青
霞
賞

青
霞
賞
「
鯉
の
息
」
中
江
栄
子

大
寒
の
水
に
沈
み
し
鯉
の
息　
　
　
　
　
　
　

栄

子

（「
初
蝶
」
一
月
号
よ
り
）

ろ
ん
ど
賞

ろ
ん
ど
功
労
賞
「
新
・
真
・
深
」
川
南
隆

句
作
り
は
新
・
真
・
深
の
去
年
今
年　
　
　
　
　

隆

ろ
ん
ど
賞
「
東
京
湾
」
斉
藤
る
り
こ

東
京
湾
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
初
富
士
と　
　
　
　

る
り
こ

ろ
ん
ど
賞
「
庄
内
の
風
」
高
宮
水
葉

庄
内
の
風
の
匂
ひ
や
柿
届
く　
　
　
　
　
　
　

水

葉

ろ
ん
ど
賞
「
月
光
」
蔦
七
重

月
光
に
呼
ば
れ
て
羽
の
無
い
私　
　
　
　
　
　

七

重

ろ
ん
ど
新
人
賞
「
赤
き
つ
ね
」
櫻
井
友
美

ぬ
い
ぐ
る
み
い
つ
も
一
緒
の
赤
き
つ
ね　
　
　

友

美

ろ
ん
ど
新
人
賞
「
春
の
川
」
佐
藤
れ
お
ん

春
の
川
木
の
葉
き
ら
き
ら
裏
返
る　
　
　
　
　

れ
お
ん

（「
ろ
ん
ど
」
一
月
号
よ
り
）

●
句
集
『
梅
が
香
』
三
枝
か
ず
を
、
三
枝
ふ
み
代
著

と
も
に
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」「
玉
藻
」
同
人
の
夫
婦
句
集
。

銀
婚
を
記
念
し
た
『
周
恵
の
里
』、金
婚
を
記
念
し
た
『
泉

汲
む
』
に
続
く
三
冊
目
で
、
結
婚
六
十
年
を
記
念
し
た
も

の
。
供
に
六
十
年
以
上
の
句
歴
と
言
い
、
花
鳥
諷
詠
、
客

観
写
生
の
実
践
を
経
て
、「
平
明
に
し
て
余
韻
あ
る
句
」

の
境
地
に
至
る
。

会
員
著
書
紹
介

庭
に
出
て
や
つ
と
時
雨
と
わ
か
る
ほ
ど　
　
　

か
ず
を

話
し
つ
つ
歩
く
し
あ
は
せ
秋
高
し

道
走
る
風
の
木
の
葉
の
行
方
か
な　
　
　
　
　

ふ
み
代

寄
り
添
ひ
て
虫
聴
く
人
の
あ
る
こ
と
を

（
令
和
四
年
六
月
発
行
・
書
肆
ア
ル
ス
）

●
句
集
『
家
系
図
』
塙
誠
一
郎
著

「
沖
」
同
人
会
副
会
長
を
務
め
る
著
者
の
第
一
句
集
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
て
、
俳
句
を
始
め
た
と
い
う

が
、
祖
父
は
子
規
派
の
俳
人
、
父
も
「
黎
明
」
の
編
集
同

人
だ
っ
た
こ
と
が
無
意
識
の
内
に
影
響
を
与
え
た
と
の
こ

と
。
題
名
に
も
通
じ
る
肉
親
を
題
材
に
し
た
俳
句
、
自
身

の
齢
に
向
き
合
っ
た
俳
句
が
注
目
さ
れ
る
。

菜
の
花
や
レ
ー
ル
曲
が
り
て
海
に
落
つ

い
つ
よ
り
と
言
へ
ぬ
晩
年
さ
る
す
べ
り

家
系
図
の
は
じ
め
は
分
家
蝌
蚪
の
紐

菜
の
花
の
明
る
き
朝
や
は
は
覚
め
ず

（
令
和
四
年
十
月
発
行
・
ふ
ら
ん
す
堂
）

●
『
シ
リ
ー
ズ
自
句
自
解
Ⅱ
ベ
ス
ト
100

秋
尾
敏
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
尾
敏
著

著
者
は
、「
軸
」
主
宰
で
当
協
会
の
副
会
長
の
ほ
か
、

全
国
俳
誌
協
会
会
長
、
現
代
俳
句
協
会
副
会
長
等
の
重
責

を
担
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
自
選
百
句
に
自
解
を
施
し
た

も
の
。
巻
末
に
は
、「
俳
句
を
つ
く
る
上
で
わ
た
し
が
大

切
に
し
て
い
る
三
つ
の
こ
と
」
と
い
う
題
で
、
世
界
観
な

ど
句
作
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

忘
却
が
み
ん
な
桜
に
な
っ
て
い
る

さ
め
ざ
め
と
泣
く
滝
も
あ
り
山
の
裏

走
る
ほ
か
な
し
船
失
い
し
舟
虫
は

生
身
魂
銃
後
の
虹
を
語
り
だ
す

（
令
和
四
年
十
一
月
発
行
・
ふ
ら
ん
す
堂
）
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●
句
集
『
砂
時
計
』
江
見
悦
子
著

著
者
は
、
昨
年
四
月
に
「
万
象
」
主
宰
を
継
承
し
た
。

本
書
は
、第
七
回
文
學
の
森
賞
を
受
賞
し
た
第
一
句
集『
朴

の
青
空
』
に
次
ぐ
第
二
句
集
。
平
成
二
十
五
年
か
ら
令
和

四
年
ま
で
十
年
間
の
作
品
三
百
句
を
収
録
す
る
。
自
身
の

病
気
療
養
や
、
師
や
肉
親
と
の
別
れ
も
経
験
し
た
多
事
多

端
の
日
々
を
詠
う
。

花
の
雲
男
の
背
を
見
失
ふ

匂
ひ
立
つ
若
木
や
深
雪
払
ふ
時

辻
立
ち
の
寒
行
僧
の
眼
に
恋
す

潜
き
鵜
の
水
輪
を
春
の
鴨
す
べ
る

（
令
和
四
年
十
二
月
発
行
・
文
學
の
森
）

月
光
を
分
か
ち
合
ふ
こ
と
生
く
る
こ
と　
　

川
南

英
隆

先
生
も
雪
に
気
づ
き
て
寄
る
窓
辺　
　
　
　

葛
西

茂
美

緑
蔭
に
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
冷
や
す

伊
藤

素
広

草
餅
や
未
だ
据
わ
ら
ぬ
肝
つ
玉　
　
　
　
　

木
嶋

純
子

基
金
御
礼
（
令
和
四
年
一
〇
月
一
六
日
以
降
）

野
口

養
子

稲
田
た
え
子

（
令
和
五
年
一
月
二
五
日
現
在
：
二
口
、
四
千
円
）

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

運
営
基
金
の
お
願
い

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

運
営
基
金
を
募
集
致
し
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
一
口
　
　
二
千
円

◇
送
付
先

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
基
金
口

　
　
郵
便
振
替

〇
〇
一
四
〇

−

〇

−

七
九
二
〇
八
三

基
金
に
ご
協
力
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
を
会
報
「
真
木
」
に

記
し
領
収
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
入
会
員
一
句

あ
び
こ
（
三
六
三
号
）

こ
の
浜
に
船
が
か
り
な
く
月
見
草　
　
　
　

染
谷　
　

卓

い
に
は
（
一
月
号
）

茶
が
咲
い
て
老
い
ゆ
く
こ
と
を
た
の
し
ま
む

村
上
喜
代
子

沖
（
一
月
号
）

杓
置
き
も
杓
も
青
竹
神
迎　
　
　
　
　
　
　

能
村

研
三

音
信
（
一
月
号
）

火
星
来
る
月
の
兎
の
安
堵
の
地　
　
　
　
　

白
鳥
紅
星
子

か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
六
四
一
号
）

風
い
た
み
し
つ
つ
玉
解
く
芭
蕉
か
な　
　
　

三
枝
か
ず
を

響
焰
（
一
月
号
）

鴉
啼
き
立
冬
の
空
少
し
青　
　
　
　
　
　
　

米
田

規
子

草
の
実
（
十
二
月
号
）

来
し
方
の
葛
折
り
か
な
草
紅
葉　
　
　
　
　

逸
見

真
三

鴻
（
一
月
号
）

秋
燕
忌
一
服
の
茶
を
熱
う
せ
よ　
　
　
　
　

増
成

栗
人

好
日
（
一
月
号
）

ま
た
次
の
波
打
ち
寄
す
る
翁
の
忌　
　
　
　

髙
橋

健
文

鴫
（
一
月
号
）

椿
の
実
は
じ
け
未
知
へ
と
跳
ぶ
構
へ　
　
　

加
藤

峰
子

軸
（
一
月
号
）

夢
ふ
た
つ
咥
え
て
来
た
り
嫁
が
君　
　
　
　

秋
尾　
　

敏

獺
祭
（
十
二
月
号
）

穂
芒
の
戦
ぎ
て
止
ま
ぬ
古
戦
場　
　
　
　
　

本
田

攝
子

野
火
（
一
月
号
）

綿
虫
飛
ぶ
い
つ
も
綿
虫
ら
し
く
飛
ぶ　
　
　

菅
野

孝
夫

初
蝶
（
一
月
号
）

旨
く
な
け
れ
ど
菊
芋
が
マ
イ
ブ
ー
ム

中
山

和
子

万
象
（
一
月
号
）

め
ざ
め
て
は
森
に
散
り
敷
く
冬
紅
葉　
　
　

江
見

悦
子

受
贈
誌
よ
り

ペ
ガ
サ
ス
（
十
五
号
）

枯
芙
蓉
ス
ロ
ー
な
ジ
ャ
ズ
が
湧
き
上
が
る

羽
村
美
和
子

百
鳥
（
一
月
号
）

水
鳥
の
水
鳥
を
追
ふ
水
し
ぶ
き　
　
　
　
　

大
串　
　

章

ろ
ん
ど
（
一
月
号
）

賜
り
し
白
寿
の
句
集
借
命
忌
　
　
　
　
　

す
ず
き
巴
里

◆
第
四
回
理
事
会
（
出
席
者
23
名
）

日
時

令
和
５
年
２
月
12
日
（
日
）

議
事

１

令
和
４
年
度
第
64
回
千
葉
県
俳
句
大
会
の

　
　
　
　
　

報
告
に
つ
い
て

　
　
　

２

令
和
４
年
度
香
取
市
佐
原
市
内
秋
季
吟
行
会

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　
　
　

３

令
和
４
年
度
新
春
交
流
会
に
つ
い
て

　
　
　

４

第
８
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
に
つ
い
て

　
　
　

５

第
37
回
協
会
賞
に
つ
い
て

　
　
　

６

令
和
５
年
度
新
緑
交
流
会
に
つ
い
て

　
　
　

７
「
そ
ご
う
千
葉
店
地
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に

　
　
　
　
　

お
け
る
俳
句
短
冊
展
示
結
果
に
つ
い
て

　
　
　

８

会
報
「
真
木
」
二
〇
四
号
に
つ
い
て

　
　
　

９

そ
の
他

事
務
局
報
告

会
員
異
動

新
会
員

川
南

英
隆
（
船
橋
市
）、
葛
西

茂
美
（
佐
倉
市
）

伊
藤

素
広
（
柏

市
）、
木
嶋

純
子
（
武
蔵
野
市
）

謹

訃

藤
原
登
喜
子
様

　
　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
日
誌
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koh

心
を
満
た
す
俳
句

歩

い

て

俳

句

「鴻」俳句会

主宰　増成栗人
師系　角川源義　吉田鴻司

発
行
所

◆
誌
代
／
年
間

一
二
、〇
〇
〇
円

松
戸
市
三
矢
小
台
二-

四-

一
六

谷
口
方

電

話

〇
四
七-

三
六
三-

四
五
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
七-

三
六
六-

五
一
一
〇

〒271
-0087

創
刊

鳥

居

三

朗

師
系

今
井
杏
太
郎

主
宰

飯
田

晴

雲
発
行
所

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
七
・
四
八
七
・
七
一
二
七

八
千
代
市
勝
田
台
一-

七-

一

　
　
　
　
　
　
　
　Ｄ-

一
〇
〇
五

〒
276-
0023

鴫 俳 句 会

代表　加藤　峰子
創刊　田中午次郎
再刊　伊藤　白潮

〒260-0852
千葉市中央区青葉町 1274-14
　　　　　　　　　　 加藤方
電話・FAX  043-225-7115

月刊俳誌

〔
お
き
〕

月刊俳誌

俳句ルネッサンス

主　　宰　能村　研三

創刊５０周年

軸 俳 句 会

主宰　秋尾　敏

８４円切手３枚で見本誌贈呈

〒278-0005
野田市宮崎９５-４
電話  ０４-７１２２-３９２１
Fax  ０５０-５５５２-９１１０

新会員募集中

誌　代　１年／１５,６００円
半年／１７,８００円

見本誌　１冊 ８００円

沖 発 行 所
〒２７２-００２１ 市川市八幡６-１６-１９

ＴＥＬ ０４７-３３４-４９７５
ＦＡＸ　０４７-３３３-３０５１
振 替 ００１７０-６-１６１５５２

月
刊
自
然
と
人
間
の
一
体
化
を
目
指
す

名
誉
主
宰

長
峰
竹
芳

主

　
　宰

髙
橋
健
文

誌
代

一
年

一
二
〇
〇
〇
円（
送
料
共
）

電
話

〇
四
七-

七
一
三-

六
四
九
五

振
替

〇
〇
二
五
〇-

一-

一
四
一
二
七
八

好

日

俳

句

会

千
葉
県
松
戸
市
中
金
杉
二
ノ
七
八

〒
270-
0007

現
代
俳
句
同
人
誌

遊

牧

代
表

塩
野
谷

仁

同
人
費

一
年

二
〇
〇
〇
〇
円

誌
友
費

一
年

　
　六
〇
〇
〇
円

遊
牧
俳
句
会

船
橋
市
本
郷
町
五
〇
七-

一-

二-

三
〇
七

〒273-
0033

電

話
〇
四
七-

三
三
六-

一
〇
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七-

三
一
五-

七
七
三
八

一度きりの今を楽しむ

－いには俳句会－

ＨＰ検索：いには俳句会

主宰　村上喜代子

新会員歓迎・添削指導します。

誌代１年 12,000円（月刊）
　　半年   6,000円 見本誌 500円

〒276-0036
千葉県八千代市高津３９０-２１１
電話 ０４７-４５８-１９１９
Fax ０４７-４５８-１８９５
振替 ００２８０-９-１３１４６９

俳
誌

あ
び
こ
　
　主
宰

染
谷

　
　卓

誌
代
（
隔
月
刊
）

　
　一
年

四
〇
〇
〇
円

郵
振
替

〇
〇
一
〇
〇－

四－

一
八
九
〇
七
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四－

七
一
八
二－

四
四
四
一

我
孫
子
市
下
ヶ
戸
二
八
五

あ
び
こ
俳
句
同
好
会

〒
270-

1138

http://shigi-haikukai.com/

（しぎ）

誌代１年　12,000円
（見本誌　500円）




